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01.ユースチームミッション
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1、
『最後まで諦めず、北海道のために戦い、
⼈々の⽣活に「感動」を与え続け、地域から愛され続けるチーム』

2、
『選⼿の強化・育成を⽬指し、トップリーグと世界で

活躍できる選⼿の輩出』



02.ユースチーム活動目的
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❖ トップチームとの相互・⼀貫性のある育成システムを充実させ
たチーム作りを⽬指す。

❖ 北海道のバスケットボールの発展・育成・強化に
寄与し、スポーツ活性化に務める。

❖ バスケットボールのスキル・⼈間性に富んだプレーヤーの育成
を⽬指す。



03.ユースチームコンセプト
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各⼤会の結果を求めることを第⼀に置くと同時に、スキルだけではなくスポーツ選⼿としての態度や規律を守れ、
⼈間形成にも特化した北海道を代表するチーム作りを⽬指す。

・⽇本⼀のチーム
・道⺠から愛されるチーム
・他のチームから

⽬標とされるチーム

【3つのチームコンセプト】



04.ユース選手コンセプト
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・常に向上⼼を持てる選⼿（スキルの強化）
・常に規律を守れる選⼿（⼈間性の強化）
・常に協調性を図れる選⼿（コミュニケーション強化）
・常に学問と両⽴できる選⼿（知⼒・順応⼒・思考⼒の強化）
・常に最⼤限の⼒を発揮できる選⼿（⼼の強化）

【選⼿としての姿】

【5つの選⼿コンセプト】

各⼤会の結果を求めることを第⼀に置くと同時に、スキルだけではなくスポーツ選⼿としての態度や規律を守れ、
⼈間形成にも特化した北海道を代表するチーム作りを⽬指す。

・最後まで諦めず、全⼒で戦う姿勢
・多くの⽀援があって、コートに⽴てているということに対する感謝
・いつどこでもレバンガ北海道の看板を背負っているという責任



05.ユースチーム構想
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選抜メンバー（トライアウトを実施）にて活動を⾏い、トップチームに輩出す
ることを⽬的としたチーム作り・選⼿のスキル向上、育成を⽬指す。

・U18（2021.04-設⽴予定）
・U15（2018.04-）

【ユースチームカテゴリー】

レバンガ北海道ユースチームとは

組織について
ユースチームカテゴリーに『U18・U15』を創設。
2018年度U15を設⽴し活動開始。2021年4⽉にU18を設⽴予定。



06.育成理論と指導理念

【育成理論】LTADの理論の取り⼊れ
LTADとは（Long-Term-Athlete-Development）：
⻑期選⼿育成理論→年代や成熟度によって指導内容は異なり、それぞれに応じた適切な指導が必要

①FUNdamental:楽しさ動きの獲得
②Learn to Train:トレーニングを学ぶ
③Train to Train:⾝体トレーニングの基礎
④Train to Competition:競技⼒強化・競争
⑤Train to Win:勝利を⽬指すトレーニング
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選⼿に対する6段階の育成構想
・選⼿に対する育成構想の理解
・育成に必要な栄養知識
・成⻑、成熟の理解
・精神的側⾯の⽀援

保護者に対する育成構想

【指導理念】⼀貫性指導の導⼊

⼀貫性指導

系統系・段階的指導内容

育成指導理念ユースチーム

トップチーム

成熟段階に応じた指導内容
習熟段階に考慮した指導内容

トライさせて経験させる＝失敗を認めるコーチ
成熟に応じた指導、全⼒を尽くす姿勢

トップチームに必要なスキル・知識を
ユースへ伝え、習得。



07.ユースチーム規約
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第１条（名称）

本チームは、レバンガ北海道ユースチーム（以下、[ユースチーム」という。）と称する。
第２条（運営及び所在地）

株式会社レバンガ北海道（以下、「本会」という。）が主催、監修、運営し、主たる事務所を札幌市
厚別区大谷地東２丁目５−６０に置く。

第３条（目的）

本ユースチームは、専属コーチ制により、ユース世代（１８歳以下）の一貫指導を推進
し、バスケットボール技術の世界基準の構築を目指すとともに、レバンガ北海道が所属
するＢリーグ等で活躍するトッププレーヤー選手の育成、並びに北海道のバスケットボ
ール界の普及および技術の向上に努めると共に、スポーツへの正しい理解を深め健全な
心身の育成を図り本道のスポーツ振興に寄与することを目的とする。

第４条（構成）

本ユースチームは、Ｕ１５、Ｕ１８で構成する。
第５条（入会資格および条件）

本ユースチームに入会できる者は、本会が主催するトライアウトに参加し、テストに合
格した者で、次の条件を備えた者とする。

（１）ユースチームの目的に賛同し、本規約に同意、遵守できること
（２）ユースチームのカテゴリー対象制限内であること
第６条（会費等）

本ユースチームに入会する者は、別に定める所定の入会金および月会費を納入する。
２．トライアウト合格後、入会金および受講料を指定期日までに納入するものとする。
３．特例として、年度（４月１日に始まり翌年３月３１日までとする。）途中での入会を
認める。その場合、入会金および月会費は入会月よりとする。

４．入会は、年度毎の更新とする。
第７条（会費の不返還）

入会金、月会費等は、退会の理由を問わず、原則返還しないものとする。
第８条〔受講料の滞納〕

会員が受講料の納入を２ヶ月間怠ったときは、活動停止、退会させることができる。
第９条（指導内容）

本ユースチームは指導要綱を定め、これに基づいて具体的指導方法を決定する。
第１０条（練習日および時間）

本ユースチームの練習日、時間については、定めた年間スケジュールにより実施する。
但し、やむを得ない事情が発生した場合は、定められた練習日、時間の変更、または中
止することがある。その場合は、事前に通知する。

第１１条（選手のモラル）

選手は次の事項を厳守しなければならない。
（１）本ユースチームの目的に沿うよう努めること。
（２）本規約および本ユースチームの定める諸規則を遵守すること。
（３）選手はレバンガ北海道の一員であることを自覚し、練習及び試合、またはチームとして移動する

場合本ユースチームが指定したウェアを着用し、常に品位を保つよう努めること。
第１２条（ユースチームへの連絡）

下記の内容に記す場合は本ユースチーム事務局へ連絡するものとする。
（１）体調不良などにより練習、試合、イベントを欠席する場合
（２）休会、退会その他の問い合わせについて
第１３条（休会）

本ユースチームの選手の休会とは下記の内容とする。この場合登録解除を検討する。
（１）怪我などにより本ユースチームの活動を１ヶ月以上２ヶ月以下、継続して休む場合
（２）上記理由以外で本ユースチームが許可し、１ヶ月以上２ヶ月以下、継続して休む場合
２.原則、休会の期間は２ヶ月以内とし、休会の期間を経過したときは自動的に復会とする。
ただし、本会が休会の延期が必要と認めた場合はこの限りではない。

第１４条（退会）

会員が会員の都合により退会を希望する場合は、所定の届け出用紙により、退会を希望する前月１３日
までに本会に提出し、本会の承認を得るものとする。

２．会員の都合による退会の場合、トライアウトを受け再度入会することはできる。この場合の入会手続きに
ついては、本規約第６条の規定に基づくものとする。

第１５条（届出次項の変更）

会員は、住所・連絡先等の変更があった場合は、所定の届け出用紙により速やかにその旨を届けなければ
ならない。
第１６条（除名）

会員（親権者を含む）が、次の事項に該当するとき、その他本会がユース会員として不適格と判断した場合
、本ユース会員より除名することができるものとする。
（１）本規約に違反したときまたは違反すると判断したとき
（２）選手としてふさわしくないと認めたとき
（３）本ユースチームの名誉と品格を著しく毀損したとき
第１７条（事故の責任）

選手は、本ユースチームが主催、あるいは参加する活動ならびにこれらに付随する活動においては、当該
施設利用に関する諸規定および施設管理者ならびにスタッフの指示に従い、自己の責任において行動する
ものとし、これに違背して盗難・傷害その他事故が起こっても、当該施設および本ユースチームおよびス
タッフに対し、一切の損害賠償を請求しないものとする。

２. 選手は本ユースチームが指定する傷害保険に必ず加入するものとする。
第１８条（活動の休止・閉鎖）

天災地変、社会情勢の変化、その他通常の活動を継続することが困難となる事由が生じたときは、
本ユースチームの活動を休止もしくは閉鎖することがある。

第１９条（写真・映像）

本ユースチームの活動風景を撮影した写真および映像をレバンガ北海道ホームページ、メディア、その他
プロモーションに使用する場合がある。

第２０条（個人情報の取扱い）

本ユースチームは法令を遵守し、別に定めるプライバシーポリシーに基づき厳正に取り扱う。
２. 本ユースチームおよび共催企業・団体における業務上の連絡・手続き・管理等の正当な目的以外では
使用しないものとする。

第２１条（秘密漏洩の禁止）

選手は活動で得た秘密情報の漏洩や第三者に対する開示を禁止する。また、退会時は秘密保持義務を
誓約するものとする

第２２条（細則）

本規約に定めない事項および運営上必要な細則は、本会が決定し告知する。
第２３条（改訂）

本規約の改訂は本会がその運営上、必要且つ相当であると合理的に認める場合、改訂できるものとする。
なお、変更規定の内容はレバンガ北海道のホームページ等にて行うものとする。

第２４条（施行）

本規約は2018年4月より施行するものとする。
本規約は2018年10月1日一部改訂。
本規約は2019年7月1日一部改訂。
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01.レバンガ北海道U15 スタイル
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『魅せる（見ている人への凄さ、感動、魅了させる）バスケットボールの追求』

『目標を達成していくことで、楽しさや自信を感じ、さらなる目標を自身で見つけられる選手となる』

『仲間とともに努力を重ね、困難・苦労を乗り越えられる選手となる』

～スポーツ選手としての人間形成～
・整理整頓の意識を高める
・コミュニケーション意識を高める（挨拶、礼儀、態度）
・規律を守る意識を高める（時間、ルール）
・コート内外での学びの意識を高める

～試合に向けてのMind set～
・失敗を成長と考えられる
・強い意識と緊張感を持って取り組む
・努力と苦労を重ねることで自信につなげる
・勝てるチームではなく、負けないチーム作り

魅せるバスケットボール
見ている人へ凄さ、感動、魅了させるバスケットボールを作り上げる。

Player mentality:

想像

創造

走像
常に足を動かし、走り続ける。走ることで自分たちのバスケットボールを作り上げる。

自分たちだから出来るバスケットボールを作り上げる。

自分たちの頭の中で先の自分をイメージし、自分らしさのバスケットボールを作り上げる。

3つの『ソウゾウ』活用

常に目的を持ち練習に取り組める選手になる。



02.レバンガ北海道U15 概要
チーム名：
レバンガ北海道U15

対象：
中学1年⽣〜中学3年⽣
※2018年度:新1年⽣、2019年度:新2年⽣以下、2020年度以降:全学年を対象。
※トライアウトの実施。
※弊クラブが認めた場合により、対象外からの加⼊を可能とする。

登録⼈数：
B.LEAGUEU15クラブ登録：15名
北海道U15クラブ登録：その他
上記メンバーは(財)⽇本バスケットボール協会選⼿登録を⾏う。
※トライアウト合格者は対象年内の在籍が可能。
※「BRING UP PLAYER（⼆重登録制度）」は導⼊せず、中学校部活動への登録は
不可とする。

練習会場：
メイン練習会場 札幌保健医療⼤学（札幌市東区中沼⻄４条２丁⽬１­1５）

交通アクセス http://www.sapporo-hokeniryou-u.ac.jp/access/

サブ練習会場 あけぼのアート&コミュニティーセンター（2018年度）
札幌市内または近郊

⽇程・時間：
週３〜５⽇ 平⽇19:00 - 21:00    ⼟13:30-16:30    ⽇祝14:00-17:00
※週末は公式試合・練習試合またはホームゲーム観戦
※興⾏⾒学や体験の実施を検討

⼊会条件：
・対象制限内の者
・弊クラブの定めるトライアウトに合格した者

⼊会⽅法：
トライアウト後、合格者のみ⼊会可能となる。合格者はレバンガ北海道オフィシャル

HPより⼊会申込書および⼊会同意書をダウンロードし、必要事項を記載し郵送にて提
出。年度ごとにオリエンテーションを実施。

諸費⽤：
⼊会⾦ 10,000円（税・保込、初回⼊会時）
更新料 4,000円（税込、年度更新時のみ）
⽉会費 15,000円（税込）
練習着 14,100円（税込）程度

※LHBAからの⼊会は更新料を⼊会⾦とする。
※その他、チームウェア・遠征の実施等の費⽤負担あり。
※納⼊⼿続きに関しては別途ご連絡致します。納⼊後のキャンセル・返⾦対応は

規約に準ずる。

トライアウト：
・年に1回の実施（1⽉予定）
・トライアウト参加費：4,000円

トライアウト申込書をレバンガ北海道オフィシャルHPよりダウンロードし、必要事
項を記載し、郵送にて申し込み。

※クラブが必要とした場合、クラブの定める臨時トライアウトを開催する。

⼊会特典：
・トップチームの練習⾒学
・トップチームのオフシーズン練習参加（指定選⼿）

※トップチームスケジュールにより変更の可能性あり。

傷害保険：
選⼿は弊クラブが指定する傷害保険に⾃動加⼊とし、⼊会と同時に弊クラブにて⼿続

きを⾏う。費⽤は⼊会⾦または更新料に含まれる。

【保険名】（公財）スポーツ安全協会 スポーツ安全保険
URL:http://www.sportsanzen.org/hoken/

その他：
・レバンガ北海道U15は(財)⽇本バスケットボール協会チーム登録を⾏うものとする。
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03.レバンガ北海道U15 参加大会
活動について ・⼤会及び練習試合への参加（2018年度以降）

レバンガ北海道U15はJBAチーム登録を⾏い、各団体が主催する⼤会及び練習試合に参加する。
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○主な⼤会
年度 ⽉ ⼤会名 主催 開催地 備考

2019年度 5 札幌U15 CHAMPIONSHIP 北海道バスケットボール協会 札幌市
8 B.LEAGUE U15 ALL-STAR B.LEAGUE 東京都 推薦⼤会

9-12 札幌U15リーグ戦 北海道バスケットボール協会 札幌市近郊
12 北海道U15バスケットボール選⼿権プレ⼤会（Jr.W.C） 北海道バスケットボール協会 札幌市
1 B.LEAGUE U15 CHAMPIONSHIP B.LEAGUE 愛知県
1 札幌U13 CHAMPIONSHIP 北海道バスケットボール協会 札幌市
2 北海道U14CHAMPIONSHIP 北海道バスケットボール協会 札幌市
3 全国U15バスケットボール選⼿権⼤会（Jr.W.C） ⽇本バスケットボール協会 東京都

2020年度 5 札幌U15 CHAMPIONSHIP 北海道バスケットボール協会 札幌市
8 B.LEAGUE U15 CHALLENGE CUP B.LEAGUE 東京都 推薦⼤会

9-12 札幌U15リーグ戦 北海道バスケットボール協会 札幌市近郊
10or11 北海道U15バスケットボール選⼿権プレ⼤会（Jr.W.C） 北海道バスケットボール協会 未定
12 全国U15バスケットボール選⼿権⼤会（Jr.W.C） ⽇本バスケットボール協会 東京都
1 U13 CHAMPIONSHIP 北海道バスケットボール協会 札幌市
2 北海道U14CHAMPIONSHIP 北海道バスケットボール協会 未定
3 B.LEAGUE U15 CHAMPIONSHIP B.LEAGUE 未定

○その他
・強化CAMP（道内外）を年間3回を予定



04.レバンガ北海道U15 スタッフ
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ヘッドコーチ

【名前】齋藤 拓也（Takuya,saito ）
【⽣年⽉⽇】1983年05⽉15⽇
【ライセンス】JBA公認S級ライセンス取得
【学歴】
2002 北海道⽴札幌南陵⾼等学校 卒業
2006 仙台⼤学体育学部体育学科 卒業

【指導経歴】
2006-2008 明成⾼等学校男⼦バスケットボール部

アシスタントコーチ
2008-2009 トヨタ⾃動⾞アルバルク

アシスタントコーチ兼マネージャー
2009-2012 トヨタ⾃動⾞アルバルク マネージャー
2012-2015    レバンガ北海道バスケットボールアカデミーコーチ
2015-2017    レバンガ北海道アシスタントコーチ
2018- レバンガ北海道U15ヘッドコーチ

スキルコーチ

【名前】Whitea（ホワイティ〜 ）
【⽣年⽉⽇】1986年05⽉13⽇

【受賞歴/パフォーマンス歴】
・bac to pec 2017 FINAL 

STYLE BATTLE Dribble CHAMPION (4連覇)
・フリースタイルバスケットボール世界⼤会

KHOT2016 世界3位
・NBA選⼿来⽇イベント⽇本代表パフォーマンス
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【名前】浦本 史也（Fumiya,uramoto）
【⽣年⽉⽇】1985年11⽉03⽇
【ライセンス】理学療法⼠、⾚⼗字救急法救急員
【学歴】

2007 北海道千歳リハビリテーション学院 理学療法学科卒業
2013 弘前⼤学⼤学院 保健学研究科博⼠前期課程 ⼊学
2017 弘前⼤学⼤学院 保健学研究科博⼠前期課程 修了
【経歴】

2007- 社会医療法⼈ 仁陽会 ⻄岡第⼀病院
2013 ⽇韓交流U12ジュニアサッカー⼤会 ⼤会トレーナー
2014 第43回全国⾼等学校選抜バドミントン⼤会 ⼤会トレーナー
2016 冬季プレミアU12サッカー⼤会 ⼤会トレーナー
2018- レバンガ北海道U15トレーナー

トレーナー（社会医療法⼈仁陽会⻄岡第⼀病院）
【名前】武⽥ 智洋（Tomohiro,takeda）
【⽣年⽉⽇】1994年12⽉30⽇
【ライセンス】理学療法⼠
【学歴】

2017 北海道医療⼤学リハビリテーション科学部理学療法学科 卒業
【経歴】

2017- 社会医療法⼈ 仁陽会 ⻄岡第⼀病院
2017 北海道⾼校野球メディカルサポート
2018- レバンガ北海道U15トレーナー

栄養サポートチーム（札幌保健医療大学）

坂本恵（栄養学科教授）髙橋正⼦（栄養学科教授）久保ちづる（栄養学科教授）千葉昌樹（栄養学科教授） 村尾咲⾳（栄養学科助⼿）
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【必須購⼊アイテムについて】
・練習及び試合時、移動は指定する物を着⽤すること。
・選⼿は⼊会時に以下のアイテムを購⼊すること。

※天候や気候など環境による防寒等の理由の場合はその限りではない。

【その他】
・希望者には以下アイテムの斡旋をする。

※納品までに１ヶ⽉程度お時間をいただきます。
※各カテゴリー背番号は在籍番号以外からお選び頂きます。
※サイズやメーカーにより⾦額が変動する場合がございます。
※デザインは多少異なる場合がございます。
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【ユニフォーム】
・試合時は指定されたユニフォームを着⽤するものとする。
・本ユニフォームはクラブ管理とする。（No,4~18)

05.練習着・ユニフォーム

ゲームユニフォーム ゲームセカンダリーシャツ



17

06.レバンガ北海道U15 
年間活動経費イメージ

A.活動費⽤ 費⽤ 数量 ⼩計

⼊会⾦ 10,000 1 10,000
⽉会費 15,000 12 180,000

合計 190,000
B.アイテム購⼊費⽤ 価格 数量 ⼩計

リバーシブル上下 14,900 2 29,800
スウェット上下 12,700 1 12,700
ハーフパンツ 4,000 1 4,000
半袖Tシャツ 3,400 2 6,800
ポロシャツ 4,300 1 4,300
⻑袖Tシャツ 3,900 2 7,800
遠征バッグ 15,400 1 15,400
バックパック 7,700 1 7,700

合計 88,500

総経費 ⼩計

A.活動費 190,000
B.アイテム購⼊ 88,500

C.遠征費 300,000
総合計 578,500

C.遠征費⽤ 費⽤ 数量 ⼩計

1遠征費⽤ 60,000 5 300,000
合計 300,000

※本費⽤はすべてイメージとなります。遠征回数およびアイテム価格や購⼊数などによ
り変動いたします。


